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表 1-1 過去に発生した日本の主な火災 3) 
大火名 発生年 損害等 
濃尾地震 1891 年 2900 戸焼失 
関東大地震 1923 年 東京都の被害：死者 59,593 人，負傷 28,972 人，行方不明
10,904 人 
神奈川県の被害：死者 29,614 人，負傷 19,523 人，行方不
明 2,295 人 
山陰地方大地震火災 1925 年 1683 戸焼失，死者 381 人，負傷 532 人 
京都府奥丹後地方地震 1927 年 4,999 戸焼失，死者 2,275 人，負傷者 4,101 人，行方不明 81
人 
金華山沖大地震 1933 年 焼失家屋 216 戸，死者 1723 人，負傷 930 人，行方不明 1,263
人 
北海道函館市 1934 年 23,633 戸焼失，死者 2,166 人，負傷 2,318 人 
福井県丸岡町(地震) 1948 年 3690 戸焼失，死者 5168 人，負傷 3,347 人 
富山県魚津市大火 1956 年 1677 棟焼失，焼死 5 人，負傷 170 人 
山形県酒田市 1976 年 1,774 棟焼損，死者 1 人，負傷 1,003 人 
阪神大震災 1995 年 兵庫県南部地震（マグニチュード 7.2）死者 6,425 人，行方
不明 2 人，負傷 43,772 人，焼損棟数 7,386 棟焼損面積




























揺れによる全壊家屋：約 175,000 棟，建物倒壊による死者：最大 11,000 人 


















































































距離 2km 以内で広域避難地を配置する．広域避難地の面積は 10ha 以上とし，面積が不足す
る場合には周辺を不燃化することにより安全性を確保する．②誘致距離 500m 程度で一次避
難地を配置する．一次避難地の面積は 1ha 以上とする．一次避難地は避難中継地で地域の





























































































































































































































































































































































































































































































































の幹線道路は半分の 4m 以上を条件することとした．次に，4km2とした対象空間を 1km2の正方
形の 4 つのエリアに分割し，各エリアの中央部に 1 箇所一次避難地を設定する（図 3-1 中に示す

















Ⅰと，一次避難地 A 及び C から B に向かう避難トンネルは地上ネットワークの下部の浅い深さ
に構築するが，一次避難地 B より最短経路で広域避難地を目指すために，地上道路ネットワーク
と関係ない大深度に構築するモデルⅡの 2 パターンを設定する．この最短経路は一避難地 A 及び
C の避難者と B の避難者全てが利用することから道路幅は 8m として設定する．また，一次避難








図 3-1 地上道路メッシュと避難行動イメージ 
 
 
（モデルⅠ）      （モデルⅡ） 













































































避難者の歩行速度は，群集歩行速度に影響を与えることから表 3-1 に示す 3 種類の歩行速度
を設定した．歩行速度別割合については，将来の高齢化による災害弱者の増加を考慮した図 1-4
に示した 65 歳以上人口の 23%～40%の概ね中間である 30%の設定とし，歩行速度としては遅
い 0.5m/s とした．残りの 2/3 のうち通常歩行速度である 1.0m/s に 1/3，健常者のうちの若い人
を想定し通常歩行より早い速度として 1.5m/s とし，避難者の避難速度のばらつきを表現した．




設定した空間モデルの避難人員は，都市圏を想定し約 18,000 人/km2の人口密度として 4km2
で 72,000 人とし道路上に均等に配置する．設定した避難モデルのうち，図 3-1 に示す 4km2の




全体の避難完了の判断としては，既往の検討事例 4）を準用して 4km2で 72,000 人の 97%が広
域避難地に避難を完了した時間を目標にする. 
 
表 3-1 歩行速度条件 
分類 歩行速度 （m/s） 
割合 
（－） 備考 
速い 1.5 1/3  
通常 1.0 1/3  























4 m － パターン 1 － 30 min 
Case-2 8 m － 〃 － 〃 
Case-3 4 m 4 m パターン 2 Ⅰ  
Case-4 4 m 4 m 〃 Ⅱ  
Case-5 4 m 4 m パターン 3 Ⅰ  
Case-6 4 m 4 m 〃 Ⅱ  
Case-7 4 m 2 m 〃 Ⅰ  












基本ケースとなる地上を用いた避難時間を，表 3-45 に示す．表 3-5 は上段に避難完了率を表
示したグラフを示し，中段以下に各時系列による避難状況を視覚化した図を示している． 
避難完了率を示すのグラフは，縦軸に避難完了率，横軸に避難開始からの経過時間とし，
4km2 内の避難者すべての避難完了状況を灰色の線，1km2 内の避難者が 1 次避難地もしくは
広域避難地に一次避難する状況を青色の線で示している．また，グラフ下部に示す避難完








難地に到達している状況となる．これらより， 1km2 あたりに 1 箇所設置する一次避難地
は，災害発生直後から短時間に一次避難が可能となることを示している． 
次に避難開始 30 分以降は，3 箇所の一次避難地より広域避難地に向けて避難を開始して
いる．避難開始約 1 時間で一次避難の避難完了率が 97％に至っていることから，右上 1km2
エリアの避難者が広域避難地へ避難を完了していることを示している．次に避難開始 3 時
間 30 分後において 3 箇所の一次避難地から右上の広域避難地に概ね 90%以上が避難を行


















表 3-3 に整理するように，一次避難地への避難完了率が 0.9 を越えるまでは順調に避難
が継続しており単位時間当たりの避難者数は 1492 人/min と高く推移していることが確認
できるが避難完了率が 0.9から 1.0に至る際に 126人/minと大きく避難者数Rが低くなる．
これは一次避難地の入口に人が停滞している状況となっているため発生していることによ
るもので，一次避難地の入口寸法や一次避難地での避難者の滞留状況の工夫が必要である







表 3-3 単位時間当たりの避難者数 R（Case-1） 
時間 一次避難 時間 最終避難 
0hr-0.74hr 1492 人/min 
(0.92) 
0hr-3.53hr 309 人/min 
（0.91） 
0.74hr-1.50hr 126 人/min 
（1.0） 
3.53hr-4.03hr 213 人/min 
（1.0） 
























































表 3-7 に示す．Case-1 の 4m 道路幅を用いた地上避難時間は広域避難地までの所要時間が 4.1hr
程度を必要としており，Case-2 の道路幅を拡幅して 8m 道路幅の対策を用いると，3.6hr となり
約 0.5hr の短縮する．これにより地上道路の拡幅の効果は 1 割強の避難時間の短縮が期待でき
る．また，Case-2 の一次避難地までの移動時間は 1.5hr 程度かかっている． 
単位時間当たりの避難者数 R は，基本ケースの Case-1 と比較すると全体平均の避難者数 R







表 3-6 単位時間当たりの避難者数 R（Case-2） 
時間 一次避難 時間 最終避難 
0hr-0.71hr 1588 人/min 
(0.94) 
0hr-3.39hr 343 人/min 
（0.97） 
0.71hr-1.50hr 141 人/min 
（1.0） 
3.39hr-3.79hr 90 人/min 
（1.0） 
















































































































Case-1 に示す地上道路幅 4m での避難時間は，前節と同様に広域避難地までの所要時間が
3.88hr 程度を必要としている．これに対し Case-3 で示す避難トンネルを利用して全ての避難者
が地下に避難を行う場合，広域避難地への避難完了時間は 5.93hr となる．これは図 3-4 に示す














                        （地下モデル：Ⅰ） 
 
 
         （地上モデル） 







 単位時間当たりの避難者数 R で避難状況を分析すると，広域避難地への最終避難での全体平均
避難者数は Case-1 の 297 人/min と比較して 196 人/min と大幅に減少している．これは表 3-11 の
「安全空間：地下」に示すように避難トンネルに到達できた避難者数の少なさが要因となってお
り，地下の避難トンネル合流部 A 及び C 地点での滞留が一次避難地に設けた避難トンネルの入
口部まで影響を及ぼしているためである． 
 
表 3-10 単位時間当たりの避難者数 R(Case-3) 
時間 一次避難 時間 最終避難 
0hr-0.74hr 1508 人/min 
(0.93) 
0hr-1.47hr 351 人/min 
（0.97） 
0.74hr-1.50hr 110 人/min 
（1.0） 
1.47hr-5.93hr 145 人/min 
（1.0） 
全体平均 800 人/min 全体平均 196 人/min 
（ ）内は避難完了率 
 
表 3-11 単位時間当たりの避難者数 R（安全空間：地上，地下）(Case-3) 
時間 安全空間：地上 時間 安全空間：地下 
0hr-0.74hr 276 人/min 
(0.17) 
0hr-1.49hr 145 人/min 
（0.18） 
0.74hr-1.50hr 126 人/min 
（0.25） 
1.49hr-6.0hr 146 人/min 
（0.73） 























































































































表 3-18 に示す Case-3,4 は，避難者が地下の避難トンネルのみを利用して避難を行った場合
の地下モデルの違いによるシミュレーション比較結果である．前節と同様に，広域避難地に
接する 1km 四方のエリアの避難者は両ケースにおいて地上避難を行っている． 
地上道路幅を 4m とし，全ての避難者が避難トンネルを利用して避難を行う場合の避難時間







              （モデルⅠ）     （モデルⅡ） 
図 3-5 避難トンネルメッシュモデル（タイプⅠ及びⅡ） 
43 
 
Case-3 は，図 3-5 に示す左下の避難口 B から A または C を経由し避難トンネルを歩行する経路
の途中で，避難口 A 及び避難口 C からの避難者の合流により混雑が生ずる．このため，解析時間
内に安全空間である避難トンネルへ降りることができず避難口の周りで停滞するため地上避難よ
りも避難率が悪い．これに対し，Case-4 は図 3-5 に示す避難者が合流する左下の避難口 B から広
域避難地に向かう避難トンネル幅が 8m 設定していることから混雑が生じない．このため，全体
の避難完了時間は 2.88hr 程度となり基本とする Case-1 と比較しても 1 時間程度の避難時間の短縮
が期待できるほか，道路幅を拡幅して 8m とした Case-2 と同程度の効果が期待できる． 




表 3-16 単位時間当たりの避難者数 R(Case-4) 
時間 一次避難 時間 最終避難 
0hr-0.77hr 1449 人/min 
(0.93) 
0hr-2.26hr 478 人/min 
（0.90） 
0.77hr-1.52hr 112 人/min 
（1.0） 
2.26hr-3.46hr 100 人/min 
（1.0） 
全体平均 947 人/min 全体平均 347 人/min 
（ ）内は避難完了率 
 
表 3-17 単位時間当たりの避難者数 R（安全空間：地上，地下）(Case-4) 
時間 安全空間：地上 時間 安全空間：地下 
0hr-1.36hr 220 人/min 
(0.25) 
0hr-2.31hr 343 人/min 
（0.66） 
  2.31hr-3.26hr 113 人/min 
（0.75） 
































































































表 3-23 は避難に時間を要する災害弱者（歩行速度 0.5m/s）の内一次避難地 3 箇所に移動
する 18,000 人（災害弱者全数の 3/4，避難人員の 1/5）を対象に避難トンネルを利用し，その
他の避難者は地上避難をさせることにより避難トンネルへの密集割合を低減させた Case-5
についての結果である．避難トンネルモデルは地上避難よりも避難時間を要したトンネルモ
デルⅠを用いて Case-3 との比較を行う． 
表 3-23 に示すように Case-3 は避難トンネル内の合流が要因となり安全空間である避難ト






避難完了時間も 2.34hr となり，基本とする Case-1 よりも約 1 時間 30 分，地上道路幅を 8m
に拡幅した地上避難 Case-2 よりも約 1 時間の避難時間短縮効果が期待できる． 
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表 3-21，表 3-22 に示すように単位時間当たりの避難者数 R のうち，最終避難の全体平均
は同じ避難トンネルモデルである Case-3 に対し大きく改善されている．全体平均に着目し各






表 3-21 単位時間当たりの避難者数 R(Case-5) 
時間 一次避難 時間 最終避難 
0hr-0.72hr 1533 人/min 
(0.92) 
0hr-2.01hr 543 人/min 
（0.91） 
0.72hr-1.54hr 117 人/min 
（1.0） 
2.01hr-2.49hr 225 人/min 
（1.0） 
全体平均 779 人/min 全体平均 482 人/min 
（ ）内は避難完了率 
 
表 3-22 単位時間当たりの避難者数 R（安全空間：地上，地下）(Case-5) 
時間 安全空間：地上 時間 安全空間：地下 
0hr-1.03hr 291 人/min 
（0.25） 
0hr-1.97hr 152 人/min 
（0.25） 
1.03hr-1.90hr 524 人/min 
（0.63） 
  
1.90hr-2.49hr 223 人/min 
（0.74） 
  































































































表 3-26 単位時間当たりの避難者数(Case-7) 
時間 一次避難 時間 最終避難 
0hr-0.69hr 1582 人/min 
(0.91) 
0hr-1.94hr 544 人/min 
（0.88） 
0.69hr-1.55hr 125 人/min 
（1.0） 
1.94hr-2.56hr 232 人/min 
（1.0） 
全体平均 774 人/min 全体平均 468 人/min 
（ ）内は避難完了率 
 
表 3-27 単位時間当たりの避難者数（安全空間：地上，地下）(Case-7) 
時間 安全空間：地上 時間 安全空間：地下 
0hr-0.55hr 305 人/min 
（0.14） 
0hr-2.04hr 147 人/min 
（0.25） 
0.55hr-0.99hr 245 人/min 
（0.23） 
  
0.99hr-1.94hr 821 人/min 
（0.88） 
  
1.94hr-2.56hr 232 人/min 
（1.0） 
  













































度のみのため滞留がさらに減少し 1.5hr 程度で避難が完了する． 
 
表 3-29 単位時間当たりの避難者数(Case-6) 
時間 一次避難 時間 最終避難 
0hr-0.69hr 1582 人/min 
(0.91) 
0hr-1.94hr 544 人/min 
（0.88） 
0.69hr-1.55hr 125 人/min 
（1.0） 
1.94hr-2.56hr 232 人/min 
（1.0） 
全体平均 774 人/min 全体平均 468 人/min 
（ ）内は避難完了率 
 
表 3-30 単位時間当たりの避難者数（安全空間：地上，地下）(Case-6) 
時間 安全空間：地上 時間 安全空間：地下 
0hr-0.55hr 305 人/min 
（0.14） 
0hr-1.48hr 202 人/min 
（0.25） 
0.55hr-0.99hr 245 人/min 
（0.23） 
  
0.99hr-1.94hr 821 人/min 
（0.88） 
  
1.94hr-2.56hr 232 人/min 
（1.0） 
  





































とから，更にトンネル幅を狭くし建設コストを低減するケース Case-7,8 を表 3-34 に示す．
避難トンネルを利用する災害弱者は 18,000 人であり，避難トンネル幅を 2m に縮減しても避
難完了時間への影響がほとんどない．このため，避難トンネルは災害弱者 18,000 人の早期避
難の支援を主眼におけば 2m 幅の狭小トンネル構築でも効果が期待できる． 
 
 
表 3-32 単位時間当たりの避難者数(Case-8) 
時間 一次避難 時間 最終避難 
0hr-0.69hr 1582 人/min 
(0.91) 
0hr-1.94hr 544 人/min 
（0.88） 
0.69hr-1.55hr 125 人/min 
（1.0） 
1.94hr-2.56hr 232 人/min 
（1.0） 
全体平均 774 人/min 全体平均 468 人/min 
（ ）内は避難完了率 
 
表 3-33 単位時間当たりの避難者数（安全空間：地上，地下）(Case-8) 
時間 安全空間：地上 時間 安全空間：地下 
0hr-0.55hr 305 人/min 
（0.14） 
0hr-1.66hr 180 人/min 
（0.25） 
0.55hr-0.99hr 245 人/min 
（0.23） 
  
0.99hr-1.94hr 821 人/min 
（0.88） 
  
1.94hr-2.56hr 232 人/min 
（1.0） 
  



























避難時間について比較した Case-1~8 の結果を表 3-35 に示す． 









表 3-35 避難トンネルによる避難時間結果 
 
① 最終避難 






Case-1 3.88 hr 3.88 hr － 1.01 hr 
Case-2 3.39 hr 3.39 hr － 0.87 hr 
Case-3 5.93 hr 1.27 hr 5.99 hr 1.01 hr 
Case-4 2.88 hr 1.27 hr 2.96 hr 1.01 hr 
Case-5 2.34 hr 2.38 hr 1.94 hr 1.01 hr 
Case-6 2.34 hr 2.38 hr 1.34 hr 1.01 hr 
Case-7 2.34 hr 2.38 hr 1.94 hr 1.01 hr 












② 災害弱者 18,000 人を対象とした場合の避難トンネル道路幅は 2m 程度確保すると，避
難トンネルの効果として道路幅を 8m に拡幅し地上のみを全ての避難者が避難した場合の





















































































































































































































② 3.23 ③ 2.72 ④ 1.01① 3.19避難完了時間
 

































トンネル換気設備は，建物設備の基準 24)に基づきトンネル利用時の CO2 濃度希釈を目的












 M：1 人当たり CO2発生量(m3/(h・人))(＝0.02) 
 K ：定常状態における室内 CO2 許容濃度 (m3/m3) 
  （一般に 0.001） 
 K0：外気中の CO2濃度(m3/m3) 











































































図 3-8 避難トンネルシステム概念図 
 
避難トンネル 





















1,260 百万/km（内径 φ2800mm） 

































広域避難のシミュレーションを実施した 4km2 のエリア外に到達できることを想定して図 
3-10 の避難トンネルにてコストを試算した結果を表 3-42 に示す． 
 
表 3-42 避難トンネル所要コスト（直接工事費） 
工種 モデルⅠ モデルⅡ 
トンネル延長 6.0km 2.0km（φ2800mm） 2.1km（φ8000mm） 
土木構造 
トンネル 7,560 百万 10,668 百万 
立坑 1,440 百万 6,400 百万 
付帯施設 4,470 百万 4,321 百万 




        【避難トンネル モデルⅠ】     【避難トンネル モデルⅡ】 
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表 6-1 避難シミュレーション Case-1 における時間毎の避難状況(0:00～0:50) 
Case-1 0:00 Case-1 0:10 
  
Case-1 0:20 Case-1 0:30 
  










表 6-2 避難シミュレーション Case-1 における時間毎の避難状況(1:00～1:50) 
Case-1 1:00 Case-1 1:10 
  
Case-1 1:20 Case-1 1:30 
  










表 6-3 避難シミュレーション Case-1 における時間毎の避難状況(2:00～2:50) 
Case-1 2:00 Case-1 2:10 
  
Case-1 2:20 Case-1 2:30 
  










表 6-4 避難シミュレーション Case-1 における時間毎の避難状況(3:00～3:50) 
Case-1 3:00 Case-1 3:10 
  
Case-1 3:20 Case-1 3:30 
  










表 6-5 避難シミュレーション Case-1 における時間毎の避難状況(4:00～4:10) 































表 6-6 避難シミュレーション Case-2 における時間毎の避難状況(0:00～0:50) 
Case-2 0:00 Case-2 0:10 
  
Case-2 0:20 Case-2 0:30 
  










表 6-7 避難シミュレーション Case-2 における時間毎の避難状況(1:00～1:50) 
Case-2 1:00 Case-2 1:10 
  
Case-2 1:20 Case-2 1:30 
  










表 6-8 避難シミュレーション Case-2 における時間毎の避難状況(2:00～2:50) 
Case-2 2:00 Case-2 2:10 
  
Case-2 2:20 Case-2 2:30 
  










表 6-9 避難シミュレーション Case-2 における時間毎の避難状況(3:00～3:50) 
Case-2 3:00 Case-2 3:10 
  
Case-2 3:20 Case-2 3:30 
  










表 6-10 避難シミュレーション Case-3 における時間毎の避難状況(0:00～0:20) 
Case-3(地上) 0:00 Case-3(地下)  0:00 
  
Case-3(地上) 0:10 Case-3(地下)  0:10 
  









表 6-11 避難シミュレーション Case-3 における時間毎の避難状況(0:30～0:50) 
Case-3(地上) 0:30 Case-3(地下)  0:30 
  
Case-3(地上) 0:40 Case-3(地下)  0:40 
  









表 6-12 避難シミュレーション Case-3 における時間毎の避難状況(1:00～1:20) 
Case-3(地上) 1:00 Case-3(地下)  1:00 
  
Case-3(地上) 1:10 Case-3(地下)  1:10 
  









表 6-13 避難シミュレーション Case-3 における時間毎の避難状況(1:30～1:50) 
Case-3(地上) 1:30 Case-3(地下) 1:30 
  
Case-3(地上) 1:40 Case-3(地下) 1:40 
  









表 6-14 避難シミュレーション Case-3 における時間毎の避難状況(2:00～2:20) 
Case-3(地上)  2:00 Case-3(地下)  2:00 
  
Case-3(地上)  2:10 Case-3(地下)  2:10 
  









表 6-15 避難シミュレーション Case-3 における時間毎の避難状況(2:30～2:50) 
Case-3(地上)  2:30 Case-3(地下)  2:30 
  
Case-3(地上)  2:40 Case-3(地下)  2:40 
  









表 6-16 避難シミュレーション Case-3 における時間毎の避難状況(3:00～3:20) 
Case-3(地上)  3:00 Case-3(地下)  3:00 
  
Case-3(地上)  3:10 Case-3(地下)  3:10 
  









表 6-17 避難シミュレーション Case-3 における時間毎の避難状況(3:30～3:50) 
Case-3(地上)  3:30 Case-3(地下)  3:30 
  
Case-3(地上)  3:40 Case-3(地下)  3:40 
  









表 6-18 避難シミュレーション Case-3 における時間毎の避難状況(4:00～4:20) 
Case-3(地上)  4:00 Case-3(地下)  4:00 
  
Case-3(地上)  4:10 Case-3(地下)  4:10 
  









表 6-19 避難シミュレーション Case-3 における時間毎の避難状況(4:30～4:50) 
Case-3(地上)  4:30 Case-3(地下)  4:30 
  
Case-3(地上)  4:40 Case-3(地下)  4:40 
  









表 6-20 避難シミュレーション Case-3 における時間毎の避難状況(5:00～5:20) 
Case-3(地上)  5:00 Case-3(地下)  5:00 
  
Case-3(地上)  5:10 Case-3(地下)  5:10 
  









表 6-21 避難シミュレーション Case-3 における時間毎の避難状況(5:30～5:50) 
Case-3(地上)  5:30 Case-3(地下)  5:30 
  
Case-3(地上)  5:40 Case-3(地下)  5:40 
  









表 6-22 避難シミュレーション Case-3 における時間毎の避難状況(6:00～6:20) 































表 6-23 避難シミュレーション Case-4 における時間毎の避難状況(0:00～0:20) 
Case-4(地上) 0:00 Case-4(地下) 0:00 
  
Case-4(地上) 0:10 Case-4(地下) 0:10 
  









表 6-24 避難シミュレーション Case-4 における時間毎の避難状況(0:30～0:50) 
Case-4(地上) 0:30 Case-4(地下) 0:30 
  
Case-4(地上) 0:40 Case-4(地下) 0:40 
  









表 6-25 避難シミュレーション Case-4 における時間毎の避難状況(1:00～0:20) 
Case-4(地上) 1:00 Case-4(地下) 1:00 
  
Case-4(地上) 1:10 Case-4(地下) 1:10 
  










表 6-26 避難シミュレーション Case-4 における時間毎の避難状況(1:30～1:50) 
Case-4(地上) 1:30 Case-4(地下) 1:30 
  
Case-4(地上) 1:40 Case-4(地下) 1:40 
  









表 6-27 避難シミュレーション Case-4 における時間毎の避難状況(2:00～2:20) 
Case-4(地上) 2:00 Case-4(地下)  2:00 
  
Case-4(地上) 2:10 Case-4(地下)  2:10 
  









表 6-28 避難シミュレーション Case-4 における時間毎の避難状況(2:30～2:50) 
Case-4(地上) 2:30 Case-4(地下)  2:30 
  
Case-4(地上) 2:40 Case-4(地下)  2:40 
  









表 6-29 避難シミュレーション Case-4 における時間毎の避難状況(3:00～3:20) 
Case-4(地上) 3:00 Case-4(地下)  3:00 
  
Case-4(地上) 3:10 Case-4(地下)  3:10 
  









表 6-30 避難シミュレーション Case-5 における時間毎の避難状況(0:00～0:20) 
Case-5 (地上) 0:00 Case-5 (地下) 0:00 
  
Case-5 (地上) 0:10 Case-5 (地下) 0:10 
  









表 6-31 避難シミュレーション Case-5 における時間毎の避難状況(0:30～0:50) 
Case-5 (地上) 0:30 Case-5 (地下) 0:30 
 
 
Case-5 (地上) 0:40 Case-5 (地下) 0:40 
  









表 6-32 避難シミュレーション Case-5 における時間毎の避難状況(1:00～1:20) 
Case-5 (地上) 1:00 Case-5 (地下) 1:00 
  
Case-5 (地上) 1:10 Case-5 (地下) 1:10 
  









表 6-33 避難シミュレーション Case-5 における時間毎の避難状況(1:30～1:50) 
Case-5 (地上) 1:30 Case-5 (地下)  1:30 
  
Case-5 (地上) 1:40 Case-5 (地下)  1:40 
  









表 6-34 避難シミュレーション Case-5 における時間毎の避難状況(2:00～2:20) 
Case-5 (地上) 2:00 Case-5 (地下)  2:00 
  
Case-5 (地上) 2:10 Case-5 (地下)  2:10 
  









表 6-35 避難シミュレーション Case-5 における時間毎の避難状況(2:30～2:40) 
Case-5 (地上) 2:30 Case-5 (地下)  2:30 
  




















表 6-36 避難シミュレーション Case-6 における時間毎の避難状況(0:00～0:20) 
Case-6 (地上) 0:00 Case-6 (地下) 0:00 
  
Case-6 (地上) 0:10 Case-6 (地下) 0:10 
  









表 6-37 避難シミュレーション Case-6 における時間毎の避難状況(0:30～0:50) 
Case-6 (地上) 0:30 Case-6 (地下) 0:30 
 
 
Case-6 (地上) 0:40 Case-6 (地下) 0:40 
  









表 6-38 避難シミュレーション Case-6 における時間毎の避難状況(1:00～1:20) 
Case-6 (地上) 1:00 Case-6 (地下) 1:00 
  
Case-6 (地上) 1:10 Case-6 (地下) 1:10 
  









表 6-39 避難シミュレーション Case-6 における時間毎の避難状況(1:30～1:50) 
Case-6 (地上) 1:30 Case-6 (地下)  1:30 
  
Case-6 (地上) 1:40 Case-6 (地下)  1:40 
  









表 6-40 避難シミュレーション Case-6 における時間毎の避難状況(2:00～2:20) 
Case-6 (地上) 2:00 Case-6 (地下)  2:00 
  
Case-6 (地上) 2:10 Case-6 (地下)  2:10 
  









表 6-41 避難シミュレーション Case-6 における時間毎の避難状況(2:30～2:50) 
Case-6 (地上) 2:30 Case-6 (地下)  2:30 
  
Case-6 (地上) 2:40 Case-6 (地下)  2:40 
  









表 6-42 避難シミュレーション Case-6 における時間毎の避難状況(3:00～3:20) 
Case-6 (地上) 3:00 Case-6 (地下)  3:00 
  
Case-6 (地上) 3:10 Case-6 (地下)  3:10 
  










表 6-43 避難シミュレーション Case-7 における時間毎の避難状況(0:00～0:20) 
Case-7 (地上) 0:00 Case-7 (地下) 0:00 
 
 
Case-7 (地上) 0:10 Case-7 (地下) 0:10 
  









表 6-44 避難シミュレーション Case-7 における時間毎の避難状況(0:30～0:50) 
Case-7 (地上) 0:30 Case-7 (地下) 0:30 
 
 
Case-7 (地上) 0:40 Case-7 (地下) 0:40 
  









表 6-45 避難シミュレーション Case-7 における時間毎の避難状況(1:00～1:20) 
Case-7 (地上) 1:00 Case-7 (地下) 1:00 
  
Case-7 (地上) 1:10 Case-7 (地下) 1:10 
  









表 6-46 避難シミュレーション Case-7 における時間毎の避難状況(1:30～1:50) 
Case-7 (地上) 1:30 Case-7 (地下)  1:30 
  
Case-7 (地上) 1:40 Case-7 (地下)  1:40 
  









表 6-47 避難シミュレーション Case-7 における時間毎の避難状況(2:00～2:20) 
Case-7 (地上) 2:00 Case-7 (地下)  2:00 
  
Case-7 (地上) 2:10 Case-7 (地下)  2:10 
  









表 6-48 避難シミュレーション Case-7 における時間毎の避難状況(2:30～2:50) 
Case-7 (地上) 2:30 Case-7 (地下)  2:30 
  
Case-7 (地上) 2:40 Case-7 (地下)  2:40 
  









表 6-49 避難シミュレーション Case-8 における時間毎の避難状況(0:00～0:20) 
Case-8 (地上) 0:00 Case-8 (地下) 0:00 
  
Case-8 (地上) 0:10 Case-8 (地下) 0:10 
  









表 6-50 避難シミュレーション Case-8 における時間毎の避難状況(0:30～0:50) 
Case-8 (地上) 0:30 Case-8 (地下) 0:30 
 
 
Case-8 (地上) 0:40 Case-8 (地下) 0:40 
  









表 6-51 避難シミュレーション Case-8 における時間毎の避難状況(1:00～1:20) 
Case-8 (地上) 1:00 Case-8 (地下) 1:00 
  
Case-8 (地上) 1:10 Case-8 (地下) 1:10 
  









表 6-52 避難シミュレーション Case-8 における時間毎の避難状況(1:30～1:50) 
Case-8 (地上) 1:30 Case-8 (地下)  1:30 
  
Case-8 (地上) 1:40 Case-8 (地下)  1:40 
  









表 6-53 避難シミュレーション Case-8 における時間毎の避難状況(2:00～2:20) 
Case-8 (地上) 2:00 Case-8 (地下)  2:00 
  
Case-8 (地上) 2:10 Case-8 (地下)  2:10 
  









表 6-54 避難シミュレーション Case-8 における時間毎の避難状況(2:30～2:50) 
Case-8 (地上) 2:30 Case-8 (地下)  2:30 
  
Case-8 (地上) 2:40 Case-8 (地下)  2:40 
  









表 6-55 避難シミュレーション Case-8 における時間毎の避難状況(3:00～3:20) 
Case-8 (地上) 3:00 Case-8 (地下)  3:00 
  
Case-8 (地上) 3:10 Case-8 (地下)  3:10 
  










表 6-56 避難シミュレーション Case-8 における時間毎の避難状況(3:30～3:50) 
Case-8 (地上) 3:30 Case-8 (地下)  3:30 
  
Case-8 (地上) 3:40 Case-8 (地下)  3:40 
  









表 6-57 避難シミュレーション Case-8 における時間毎の避難状況(4:00～4:20) 
Case-8 (地上) 4:00 Case-8 (地下)  4:00 
  
Case-8 (地上) 4:10 Case-8 (地下)  4:10 
  










表 6-58 避難シミュレーション Case-8 における時間毎の避難状況(4:30～4:50) 
Case-8 (地上) 4:30 Case-8 (地下)  4:30 
  
Case-8 (地上) 4:40 Case-8 (地下)  4:40 
  









表 6-59 避難シミュレーション Case-8 における時間毎の避難状況(5:00～5:20) 
Case-8 (地上) 5:00 Case-8 (地下)  5:00 
  
Case-8 (地上) 5:10 Case-8 (地下)  5:10 
  










表 6-60 避難シミュレーション Case-8 における時間毎の避難状況(5:30～5:50) 
Case-8 (地上) 5:30 Case-8 (地下)  5:30 
  
Case-8 (地上) 5:40 Case-8 (地下)  5:40 
  









表 6-61 避難シミュレーション Case-8 における時間毎の避難状況(6:00～6:20) 
Case-8 (地上) 6:00 Case-8 (地下)  6:00 
  
凡例：黒＝歩行者がスムーズに移動できている状態 
青＝歩行者が他の歩行者を避けている状態 
赤＝歩行者が止まっている状態 
 
 
 
 
 
 
